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第２章 交易商人の台頭―インディアン・キュリオの通信販売ビジネス 
―1870年代～1910年代― 
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らかにした。さらに、現在のサンタフェ・インディアン・マーケットに継承される第 1 回
のマーケットが、1922 年にニューメキシコ博物館の館長でもあったヒューエットにより創




第５章 汎プエブロ文化の創出 ―1950年代～1970年代― 















第６章 革新的土器製作への動き―現代土器作家誕生 ―1980年代～1990年代― 
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第 1 章から第 7 章までの内容を振り返り、その上で、現在のプエブロ土器が、実用に耐
えるものから、みやげの小品、民芸的なもの、伝統的なもの、芸術のための芸術作品まで、
多種多様になっていることを確認した。土器製作の伝統には、古くは自由で広大な交易や、
スペイン、アメリカによる政治的、軍事的、文化的弾圧や奪取、それらに対応する土器製
作の二面的試みや観光客の取り込みなど、無数の交渉や駆け引きの重層的で多面的な複合
性が存在する。一見、白人の関与のままに動いてきたように見える作り手も、その白人の
意向をくみつつ、工夫し、白人学者をはじめ観光客が求める真正性や本質主義を逆手にと
る形で、自分たちのアイデンティティの表出である土器製作を行ってきたことを確認し、
土器製作の豊かさは、先史時代の伝統的土器から革新的現代土器までに広がるプエブロ土
器の多様性にあることを評価した。プエブロの人びとが、プエブロ社会を取り巻く歴史の
動態の中で文化を再構築し、あるいは伝統を生成しつつ、しなやかに辛抱強く、かつ臨機
応変に土器を作って生き抜き、その一連の生き方によりプエブロ土器製作の伝統は大きく
変容してきたと結論した。 
